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輝
と
念
佛
と
は
、
佛
教
の
實
践
形
態
の
中
で
極
め
て
特
徴
的
な
も
の
で
あ
つ
て
、
原
始
佛
教
に
お
け
る
そ
の
原
初
形
態
か
ら
、
次
第
に
そ

の
内
容
を
豊
か
に
し
て
獲
展
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
中
國
佛
教
に
お
い
て
、
こ
の
爾
者
は
濁
特
の
展
開
を
示
し
、
そ
れ
ら
の
實
践
者

を
中
心
と
し
て
、
暉
宗
と
深
土
教
と
い
う
濁
立
の
教
團
を
形
成
す
る
に
至
つ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
、
爾
者
は
實
践
形
態
の
相
異
と
、
そ
の

敏
學
的
背
景
の
特
殊
性

の
故
に
、
互
に
相
容
れ
ず
、
膚
力
門
と
他
力
門
、
難
行
道
と
易
行
道
、
聖
道
門
と
深
土
門
、
自
畳
と
救
濟
、
さ
と
り

と
信
仰
、
此
土
入
讃
と
彼
土
往
生
、
浮
佛
國
土
と
願
生
浄
土
と
い
う
よ
う
な
教
學
的
封
立
と
關
連
し
な
が
ら
、
無
相
無
念
の
暉
と
有
相
有
念

の
念
佛
と
は
、
そ
の
差
異
を

一
層
顯
著
に
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
輝
と
念
佛
と
が
共
に
佛
教
と
い
う
共
通
の
基
盤
の
上
に
立
つ
以

上
、
そ
の
思
想
内
容
は
も
と
よ
り
、
、そ
の
實
践
の
フ
オ
ル
ム
の
上
に
お
い
て
も
、
互
に
緊
密
な
關
係
を
保
つ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
暉
澤
隻
修
の
傾
向
は
中
國
に
お
い
て
は
特
に
宋
代
以
後
に
顯
著
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
日
本
に
お
け
る
暉
深
讐
修
の

一
例
を
、
徳
川
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初
期
の
武
人
、
鈴
木
正
三

(
一
五
七
九
ー

一
六
一二
九
)
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

鈴
木
正
三
に
つ
い
て
は
中
村
元
数
授
の

「
近
世
日
本
に
於
け
る
批
到
的
精
神
の

一
考
察
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
鈴
木
大
拙
先
生
の

「
日
本

的
蜜
性
」
と

「
塞
性
的
日
本
の
建
設
h
や
、
古
田
紹
欽
教
授
の

「
輝
論
」
や
、
藤
井
乙
男
博
士
の

「
江
戸
文
學
研
究
」
等
に
論
述
さ
れ
て
い

る
が
、
鈴
木
大
拙
博
士
校
訂
の
岩
波
文
庫
本

「騨
鞍
橋
H
の
出
版
や
、
鈴
木
鐵
心
氏
の
校
訂
に
な
る

コ
一王
輝
祀
鈴
木
正
三
道
人
全
集
」
の

出
版
に
よ
つ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
も
比
較
的
容
易
に
そ
の
全
貌
に
鰯
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
た
。
鈴
木
正
三
と
弟
子
恵
中
の
著
作
に

つ
い
て
は
服
部
英
淳
整

の
研
究
が
あ
り
・紛
私
も
そ
の
念
佛
観
に
つ
い
て
、

「佛
警

化
研
究
」
第
八
號
に
概
説

し
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ

で
は
、

そ

の
暉

風

に

つ
い
て
論

述

し

て

み
た

い

と
思

う
。

二

門
人
恵
中
の
編
し
た

「
験
鞍
橋
」
に
よ
る
と
、
正
三

(し
よ
う
さ
ん
)
は
四
才
の
と
き
、
同
年
の
從
兄
弟
が
死
ん
だ
の
を
見
て
、

「
我
此

ゆ
い

時

、

サ

テ
死

シ
タ
ガ

、

ド

ツ
チ

エ
行

タ

カ
、

何

ト
成

タ
ゾ

ト
、

ヒ

シ
ト
疑

起

リ

タ

リ
」

(験
鞍
橋
上

一
五
二
、

全
集

一
九
四
頁
)

と
述

懐

し

て

い

る
。
長

じ

て
か

ら
も

三
河

武

士

と
し

て
關

原

の
戦

や

大
阪

の
載

に
出

陣

し

て

い
る
が

、
好

ん

で
佛

寺

に
も
出

入

し
、

僧
侶

と
交

わ

り

、

特

に

臨
濟

宗

で

は
、
松

島

瑞

巌

寺

の
住

職

と

な

つ
た
雲

居

和
尚

(
圓
満

國

師

)
、

京

都

妙

心
寺

を
董

し

た

愚
堂

和

尚

(
大

圓
寳

鑑

國

師
)
、

江

戸
南

泉

寺

の
開

租
大

愚

和
筒

、

物

外
和

筒

、

曹
洞

宗

で

は
宇

治

の
興

聖

寺

を
中

興

し
た
萬

安

和

尚
等

と
親

交

が

あ

つ
た
。

彼

は
四

十

二
才

の
時

、

元

和

六

年

(
一
六
二
〇
)

に
世

を

厭

つ
て
出

家

し
た

が
、

そ

の
動

機

に

つ

い
て

は

「
我

四

十
鹸

の
時
、

頻

り

に

世

間

い

や

に
な

り

け

る
間

」

(瞭
鞍
橋
下
、

=
二
、
全
集

二
六
三
頁
)

と

い

つ
て

い
る

の
を
見

る

と
、

厭

世

観

が

直

接

の
原

因

の
よ

う

で

あ

る
。

し

か

し
獲

心

の
遠

い
因

縁

に

つ
い

て
は

石
卒
山

聞

書

(
五
二
八
頁
)
に

よ

る
と

「
一
日

衆

に
語

て
曰

く

、
各

々
は
何

よ
り

議

心

召

さ
れ

た

る

や

、
兎

角
縁

あ

る
も

の
也

。
我

は

ふ
る

 謡
を
好
き
て
謳
ひ
け
る
が
、
定
家
の
謡
に
古
こ
と
も
今
の
身
も
夢
も
現
も
幻
も
、
共
に
無
常
の
世
と
な
り
て
と
云

ふ
威
が
、
不
圖
の
り
て
よ
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り
思
ひ
付
き
た
り
」
と
謡
曲
の

一
節
が
登
心
の
機
縁
と
な
つ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
恵
中
撰
の
「
石
李
道
人
行
業
記
」
(全
集
三
頁
)

こ
と

に
よ
る
と
、

「或
夜
深
更
に
家
狗
頻
に
吠
ゆ
。
戸
を
出
で
て
硯
る
に
故
無
し
。
因
に
仰
で
晴
空
を
観
、
嘆
じ
て
曰
く
、

一
天
李
等
に
し
て
差

へ
だ

別
有
る
こ
と
な
し
、
我
性
何
ぞ
人
我
生
死
を
阻

つ
と
。
斯
に
人
我
を
超
睨
し
生
死
を
打
破
す
る
の
大
自
在
を
獲
ま
く
欲
す
。
お
も

へ
ら
く
、

ひ
と
り

此
の

一
學
は
特
繹
門
に
在
り
と
。
此
よ
り
信
を
三
寳
に
結
び
思
を
塵
外
に
交

へ
、
銀
険
を
省
み
ず
勤
苦
を
揮
ら

ず

し

て
、

深
く
大
道
に
志

す
。」

ま
た

「
時
に
十
有
七
歳
、

一
日
、
寳
物
集
に
載
す
、
昔
、
牟
偶
を
求
め
て
躯
を
雪
山
に
沈
め
玉
ひ
し
因
縁
を

み
、
頓
に
無
常
幻
化
を

さ
と憧

り
、
大
い
に
身
命
を
惜
ま
ぎ
る
の
意
を
護
す
。
」
と
あ
る
。
彼
は
若
く
し
て
、
晴
空
の
李
等
な
る
に
感
じ
て
人
間
世
界
の
差
別
相
を
反
省

し
、
生
死
を
打
破
し
大
自
在
を
得
ん
と
志
し
て
い
る
。
さ
ら
に
雪
山
童
子
の
羅
刹
の
話
に
感
銘
し
て
、
無
常
観
に
徹

し
求
道
の
熱
意
を
燃
や

し
た
よ
う
で
あ
る
。
「
石
李
道
人
行
業
記
」
に
よ
る
と

得
度
の
戒
師
は
臨
濟
宗
の
大
愚
和
尚
で
あ
つ
た
と
あ
る
が
、
彼
は
曹
洞
宗
と
の
關
係

も
深
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
所
圏
宗
派
は
明
確
で
は
な
く
、
彼
良
身
は
無
宗
派
的
で
あ
り
、
ま
た
超
宗
派
的
で
あ
つ
た
。
中

村
元
教
授
も
こ
の
黙
に
關
し

「人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
重
覗
し
て
、
師
の
罐
威
に
紹
封
随
順
す
る
傾
向
の
あ
る
日
本
人
の
間
で
は
、
彼
は

全
く
異
色
あ
る
態
度
で
あ
る
。」
(四
七
頁
)
と
述
べ
て
い
ら
れ
る
。

正
三
が
三
河
の
石
李
山
に
い
た
時
の
學
問
上
の
態
度
に
つ
い
て
、
恵
中
は

「
師
の
室
に
一
冊
の
書
な
し
、
金
剛
経

一
巻
、
過
去
帳

一
折
の

み
。
本
よ
り
學
し
給
は
ず
と
い
へ
ど
も
、
経
交
語
録
の
玄
奥
を
詰
聞
す
る
に
、
決
せ
し
め
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。」
(騎
鞍
橋
下
、
一
五
二
)
と
述

べ
て
い
る
如
く
、
正
三
は
艦
系
的
な
佛
教
の
學
問
に
廣
く
通
じ
て
は
い
な
か
つ
た
が
、
そ
の
根
本
の
大
意
に
通
じ
、
佛
教
を
主
盟
的
に
自
己

の
生
活
原
理
と
し
て
艦
得
し
て
い
た
人
で
あ
る
。

「
我
若
き
時
よ
り
、
総
而
言
句
を
持
た
ぎ
る
性
也
。
今
に
佛
法
を
持
た
ず
。
尤
も
世
事
の

こ
と
は
、
名
聞
を
始
め
、
胸
中

一
物
も
な
し
。
是
に
働
て
人
に
逢
ふ
て
も
話
す
べ
き
こ
と
な
し
。
只
に
よ
ん
と
し
て
居
る
計
也
。
慮
封
事
嵌

さ
り
な
が
ら

た
く

か
ず

、

我

身

よ
り

エ

み
出

し

て
言

ふ

べ
き

こ
と

を
持

た
ず

。

乍

去
佛

法

の
す

べ
を
直

し
度

思

ふ
と
、

人

を
能

く

成

し

度

と
思

ふ
念

は

強

く
有

る
也

。

此

の
外

に
は

他
事

な
し

。
」

(駆
鞍
橋
下
、
六
二
)
と
。

彼

は
佛

教

を
封

象
化

し

て
、

こ
れ

を
艦

系

的

に
學

ぶ

と

い
う

の

で
は

な

く
、

佛
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教

の
實

践

者

と

し

て
主
艦

的

に

こ
れ

を
艦

得

し

、
成

佛

の
道

を
實

際

生

活

の

う
ち

に
實

現

し

よ
う

と
し

た

人

で

あ

つ
た

。

門
人

の
恵

中

が

「
正
法

の
中
興

と
得

て
構

す

べ
き

者

は
、

そ

れ

た
だ

石
李

道

人

か
」

(石
平
道
人
行
業
記
辮
疑
四
丁
)
と
言

つ
て

い

る

の

も

所

以

な

し

と

し

な

い
。彼

は

い
わ

ゆ

る
既

成

の
宗

派

に

は

よ
ら

な
か

つ
た
が

、

そ

の
窮

極

の
立

場

は
縄

に
あ

つ
た

よ
う

で
あ

る
。

そ
れ

は

「
暉

門

は
佛

心

の
正

宗

た
り
」

(反
古
集
下
、
輝
門
法
語
集
中
巻
六
七
五
頁
以
下
同
じ
)
と

か

「
縄

法

の
み
文

字

に
不
依

、

道
理

を

離

れ

て

只
意

を

得

る

事

を
本

意

と

す
」

(反
故
集
上
、

五
九
頁
)
と

か

「
只

禅

門

ノ
ミ
好

真

薬

ヲ
相

伝

ス
」

(騙
鞍
橋
下
、

五
三
)
等

と

い

つ
て

い

る

こ
と

か
ら

推

測

さ

れ

る
。

し

か

し

彼

は
佛

教

の
他

の
法
門

を

無

覗

し

た

の

で
は

な

い
。

人

に
よ

つ
て

は
念
佛

を
す

す

め
、

呪
文

や
陀

羅

尼

を
唱

え

る

こ
と

に
も

意

義

を
認

め

て

い

る
。

(騨
鞍
橋
上
、

一
六
、
四
五
、
反
故
集
六
八
三
頁
)

「
一
日
示

日

、

初

心

ノ
人

ハ
、

先

信

心

ヲ
新

リ
、

究

陀
羅

尼

ヲ

ク

リ

テ
身

心

ヲ
蓋

ス

ガ

好

也
。

或

ハ
八

句

ノ
陀

羅

尼

ヲ
、

十
萬

返

モ

ニ
十

萬

返

モ
茄

六
萬

返

モ
唱

テ
業

障

ヲ
蓋

サ

レ
バ
、

志

モ
進

、
眞

實
.モ
起

ベ

シ
。

…

…
…

」

(
騨
鞍
橋
上
、

=
ハ
)
と

。

さ
ら

に
彼

は

「
日
本

諸
宗

の
大

師

先
徳

に
、

古

は

大
修

行

底

の
人
有

り

や
」

と
問

わ

れ

て
、

「
知

ら

ぬ
事

な
り

。

残

さ

れ

た
る

法
語

等

を

以

て
見

れ
ば

、

経
文

語

録

の
格

を
以

て
書

示

さ
れ

た

る

と
見

え

た
り

、
實

に
修

行

強

き
人

有

り

と
も

見

え
ず

。
」

(騨
鞍
橋
上
、

=
一西

)
と
答

え

て

い
る
。

彼

は
特

定

の
宗

派
人

の
意

識

を

持

た

な

か

つ
た

と
共

に
、

特

定

個

人

に
宗

教

的
槽

威

を
認

め

て
も

い
な

い
。

そ

こ

に
彼

の
彊

い
信

念

と
、

鏡

い
批
剣

的
精

神

を

み
る

こ
と

が

で

き

る
。

彼

は

「
紳

秀

大

師

の
眞

性

の
偶

は
邪

見

な
り

や

」

と
問

よ

わ

れ

て
、
「
自

性

を
見

た

る
偶

に

は
非

ず

。
然

れ

ど
も

修
行

の
指

南

に

は
能

。」

(騨
鞍
橋
下
、
八
)
と

批
評

し

て

い
る
。

臨

濟

に
封

し

て
も
彼

は
批
剣

的

な

と

こ
ろ

が

み
え

て

い
る
。

た
と

え

ば
騨

鞍

橋

に

「
同
録

臨

濟

日

、
大

通

者

是

自

己

、
於

=
庭

庭

一達

=
其

萬

法

無

性

無
相

一
名
爲

一一大
通

崎
智
勝

者

、

於

=
一
切
魔

一、

不

γ
疑

不

γ
得

=
一
法

一名

爲

=
智

勝

幻
佛

者

、

心

清

浄
光

明

透

一一徹

法

界

一得

一一名

爲

μ
佛

。

十
劫

坐

道
場

者

、

十
波

羅

蜜

是

。
佛

法

不

現

前

者
、

佛

本

不

生
、

法

本

不
滅

、

云
何

更
有

=
現

前

4
不

得

成

佛

道
者

、

佛

不

γ
磨

一一更

作

佛

幻
師

日
、

此

ノ
十
波

羅

蜜

ト
云

ハ
、

如

何

ニ
シ

テ

モ
林

才

ノ
語

ニ
ア
ラ

ジ
、

編

者

ノ
錯

リ

ナ

ル

ベ

シ
。

但

し
教

者

ノ
鯨
習

不

・蓋

カ
コ

十

波
羅

蜜
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ト
云

ヱ
バ
、
早
ヤ
佛
法
現
前
也
α

不
現
前

二
非
ズ
d

我
ガ
言
バ
、

無
始
無
終
ノ
儀
ト
モ
、

無
量
壽
ノ
儀
ト
モ
云

ベ
シ
α
亦
佛
本
不
生
ト
云

モ
、
鯨
所

ノ
佛

二
聞

ユ
ル
也
。
時

一
僧
、
師

二
間
、
師
云
、
大
通
者
、
此
・10
二
徹
底
シ
テ
、
自
己
ト
虚
空
ト
隔
テ
無
キ
儀
也
。
智
勝
者
、
萬

法

ノ
上
ト
成
テ
、
萬
事
ヲ
使
フ
テ
自
由

ノ
儀
也
。
佛
者
、
如
レ是
心
也
、
十
劫
坐
道
場
者
、
不
生
不
滅

ノ
儀
也
。
佛
法
不
現
前
、
不
得
成
佛
道

者
、

無
佛
無
法
無
我
無
人
ノ
儀
也
。

(騨
鞍
橋
中
、
二
九
)
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
れ
は

「
法
華
経
」

の
化
城
喩
品
の
末
偶
の
一
節
に
關
す

る
質
問
に
封
し
て
臨
濟
が
彼

一
流
の
解
を
下
し
た
の
に
封
す
る
正
三
の
批
到
で
あ
る
。
正
三
は
臨
濟
が
十
劫
坐
道
場
を
十
波
羅
蜜
と
解
し
た

こ
と
を
遺
憾
と
し
、
こ
れ
を
無
始
無
絡
と
か
無
量
壽
と
か
不
生
不
滅
の
儀
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
正
三
は
こ
こ
で
臨
濟
の
言
を
よ
く
解
し

て
い
な
い
の
で
、
「
編
者
の
錯
誤
」
か

「教
者
の
絵
習
蓋
き
ざ
る
か
」
と
ま
で
言
い
放
つ
て
い

る
。

臨
濟
も
正
三
も
共
に
達
道
の
暉
者
と
し

て
、

そ
の
根
本
的
把
握
の
し
か
た
に
攣
り
は
な
い
が
、

こ

の

よ
う
に
臨
濟
の
眞
意
を
十
分
に
讃

み
つ
く
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

る
。
た
し
か
に
正
三
が
衝
い
て
い
る
よ
う
に
、
臨
濟
の
こ
の
解
繹
に
は
多
少
、
説
明
に
堕
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
正
三
の
端
的
な
表
現
に

一

　

　

歩
を
譲
る
べ
き
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
臨
濟
の
冒
頭

の
一
句

「
大
通
者
是
自
己
」
の
重
さ
に
よ
つ
て
、
正
三
の
批
評
も
雲
散
霧
消
す
べ
き
筈

の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た

「
同
録
日
、
臨
濟

一
日
與
二
河
陽
木
塔
長
老
一同
在
=僧
堂
地
燧
内
一坐
、
因
説
、
普
化
毎
日
在
=
街
市

一製
風
製
顛
。
知
他
是
凡

是
聖
。
言
猫
未
r了
、
普
化
入
γ衆
來
。

齊
便
問
、
汝
是
凡
是
聖
。
普
化
云
、
汝
且
道
、
我
是
凡
是
聖
、
濟
便
喝
。
普
化
以
γ手
指
云
、
河
陽

新
婦
子
、
木
塔
老
婆
暉
、
臨
濟
小
厩
見
、
却
具
二
一
隻
眼
一。

一
櫓
問
、
此
三
長
老
ハ
、
實

二
塑
眼
開
タ
人
也
ヤ
。
師
云
、
中
中
普
化

ノ
眼
カ

ラ
見
テ
ハ
、
三
人
ト
モ
ニ
無
眼
子
ナ
ル
ベ
シ
。
境
界

二
大
二
替
リ
有
リ
、
手
ヲ
以
テ
指
シ
テ
批
到
シ
タ
ル
ヤ
ウ
ナ
、

コ
ナ
シ
タ
ル
ア
イ
シ
ラ

ヒ
有
ン
ヤ
ト
也
。」

(騨
鞍
橋
中
三
〇
)
河
陽
を
花
嫁
み
た
い
で
輝
僧
ら
し
く
な
い
奴
だ
と
の
の
し
り
、

木
塔
を
婆

の
よ
う
で
辛
辣
の
氣
慨
が

な
い
と
き
め
つ
け
、
臨
濟
は
小
信
つ
子
だ
が
却
つ
て
み
ど
こ
ろ
が
あ
る
わ
い
と
、
郷
楡
し
た
普
化
の
輝
風
に
正
三
は
心
ひ
か
れ
た
よ
う
で
あ

を

も
い

る
。

「
我

嘗

て
普

化

の
意

に
徹

す

。

是

を

以

て
　

に
其

の

盆

を
得

た

り

」

(行
業
記
+

一
丁
、
全
集

一
三
頁
)

と

か

「
普
化

の
機

移

り

て

よ
り
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後
、
加
檬
の
庭
好
ふ
見
ゆ
る
也
。
佛
の
庭
は
及
び
な
し
、
普
化
の
境
界
ほ
ど
に
は
、
生
生
世
世
に
於
て
至
ん
と
思
心
強
し
と
也
。」

(騒
鞍
橋
中
、
二
六
)
と
言
つ
て
い
る
。
佛
敏
的
な
自
由
人
正
三
の
境
涯
は
、
風
顛
漢
の
如
き
生
涯
を
お
く
つ
た
普
化
の
生
き
方
に
似
た
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
正
三
は
普
化
の
如
く
現
實
生
活
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
自
由
の
境
地
を
求
め
ず
、
自
ら
出
家
し
な
が
ら
も
、
現
實
生
活
に
師
し

て
宗
教
的
に
生
き
る
こ
と
を
強
調
し
、
自
己
の
職
業
を
佛
教
の
修
行
と
み
る
よ
う
に
教
え
た
生
活
印
佛
法
の
唱
導
者
で
あ
つ
た
。
彼
が
武
士

や
町
人
や
百
姓
や
醤
者
に
封
し
、
お
の
お
の
自
ら
の
職
業
に
己
れ
を
つ
く
す
こ
と
こ
そ
、
本
當
の
佛
道
の
修
行
で
あ
る
と
教
え
、
職
業
倫
理

の
根
祇
に
揮
を
お
い
た
こ
と
は
、
極
め
て
近
代
的
佛
教
者
の
風
格
を
そ
な
え
た
人
物
で
あ
つ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

三

彼
は
當
時
の
曹
洞
と
臨
濟
の
宗
風
に
封
し
、

「
今
時

(臨
)
濟
家
の
風
は
、
如
何
に
も
け
わ
い
す
ま
し
て
打
上
り
、
上
手
に
成
り
居
ら
る

る
間
、
何
と
し
て
も
佛
法
起
り
難
か
る
べ
し
。

後
來
必
ず
曹
洞
宗
の
土
田
夫
の
家
風
よ
り
法
起
る
こ
と
有
る
べ
し
」

(騨
鞍
橋
下
、
六
三
)
と

い
つ
て
、
臨
濟
宗
よ
り
も
曹
洞
宗
に
希
望
を
つ
な
い
で
い
る
が
、
彼
は
曹
洞
宗
の
租
道
元
に
封
し
て
す
ら
極
め
て
批
到
的
で
あ
つ
た
。
特
に

正
三
は

「
學
道
用
心
集
」
に
み
ら
れ
る
道
元
の
京
都
人
的

・
貴
族
的

・
申
國
趣
味
的

・
言
僻
の
温
雅
さ
に
封
し
て
飽
き
た
ら
ず
、
三
河
武
士

ひ

な

ご

ら

し

い
烈

々
た

る
氣

慨

を

以

つ
て

「
殊

外
弱

ヒ

云

ヤ

ウ
也

」

(騨
鞍
橋
中
、

一
五
)

と

か

「
學

道

用

心
杯

と

云

ふ

は
、

初

め

よ
り

ぶ

つ
付

て

な
ど

ひ
ま

 心
の
用
ひ
様
を
書
く

は
ず
」

(騨
鞍
橋
中
、

一
五
)

等
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

ま
た

「
道
元
和
尚
杯
を
隙
の
明
き
た
人

(
日
す
つ
き
り
さ
と

り
を
開
い
た
人
)
の
様
に
こ
そ
思
は
る
ら
ん
。
未
だ
佛
境
界
に
非
ず
。」

(駿
鞍
橋
下
、

…
二
一
)
と
酷
評
し
て
い
る
が
、
道
元
の
歌
に
關
し
て

「
亦
見
ん
と
思
し
時
の
秋
だ
に
も
、
今
宵
の
月
に
ね
ら
れ
や
わ
す
る
、
是
道
人
に
似
あ
わ
ぬ
、
月
に
執
心
を
淺
し
た
る
歌
に
非
ず
や
」
と
の

質
間
に
封
し
、

「
其
義
に
非
ず
。
道
元
は
歌
道
に
達
し
給
ふ
故
に
、
其
道
よ
り
被
レ遊
た
り
。

月
や
花
に
は
感
を
入
れ
て
よ
む
も
の
也
。
其

方
達
は
、
何
事
も
莫
妄
想
、

放
下
着
と
す
く
ひ
捨
る
様
に
さ
ゑ
云
へ
ば
よ
ひ
と
思
わ
る

ら

ん
」

(騒
鞍
橋
中
、
六

じ

と
門
人
を
誠
め
て
い
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る
α

門

人

恵
中

に

よ
る

と

「
問

ふ
、

石
李

は
何

れ

の
流

に
依

れ

る

や
。
答

ふ
、

先

祀

己
來

曹

洞

輝
門

に
蹄

す
、

殊

に
洞

上

の
密

修

を
信

ず

る

こ

と
至

つ
て
深

し

。

こ

れ

に
由

つ
て
知

ん

ぬ

べ
し
」

(
石
平
道
人
行
業
記
辮
疑
)
と
、

正

三

は
曹

洞
宗

で
あ

る

と

明

言

し

て

い
る

が
、

そ

の
輝

風

は
必
ず

し
も

そ
う

で
は

な
く

、

む

し

ろ
臨

濟

暉

に
近

か

つ
た
。

た

と

え
ば

騰

濟

家

で

や
か

ま

し

い
疑

團

に

つ

い
て

「
此

疑

團

心

サ

ヱ
ア

レ

バ
、

悪

趣

一一
堕

シ

テ

モ
種

子

ヲ

ヲ
ト

サ
ズ

、

世
世

二
於

テ
終

二
道

ヲ
成

ズ

ル
也

、

此

心

一
度
不

γ
起
、

何

ニ
タ

ル
事

二
逢

テ

モ
、種

ヲ
不

γ
失

、

萬

事

二
自
由

也

、

若

シ
修
道

人

、

此

心

ナ

ク

ン

バ
、

生

死
到

來

ノ
時

、

必

ズ

暉

ヲ
落

ス
ベ

シ
」

(騨
鞍
橋
中
、

三
七
)
と

い

つ
て
、

正

三
は

疑

團

心

を
勇

猛

の
機

と
解

し

て

い
る

が
、

「
疑

團

は
虚

空

無
躰

也

」

と
も

い

つ
て

い
る
。

す

な

わ
ち

「
或

は
深

土

を
立

て
、

彌
陀

を
作

り

て

願

ふ
杯

は
、

あ

て
ど

あ

る
間

、

魔

の
取

り
付

く
虞

も
有

べ

し
。

疑

團

は
盧

空

無

躰

也
、

魔

何

ぞ
便

り

を
得

ん

や

」

(騨
鞍
橋

中
、
三
九
)
と

い

つ
て
、

虚

空

無

躰

の
疑

團

に
は
魔

の
入

る

す

き
も

手

が

か
り

も

な

い

と
、

疑

團

を
自

己

の
盟

験

に
印

し

て

「
勇

猛

の
機

」

と
解

し

て

い
た

よ
う

で
あ

る
が

、

こ
れ

に
封

し

て
は

臨
濟

家

か

ら

は
批

到

さ

る

べ
き

も

の
が

あ

ろ

う
。

彼

の
縄

は

一
般

に

二
王

縄

と

い
わ

れ

て

い
る

が
、

そ

の
こ

と

に
關

し

て
彼

は

次

の

よ
う

に
言

つ
て

い
る
。

「
佛

道
修

行

ハ
、
佛

像

ヲ
手

本

ニ
シ

テ
修

ス
ベ

シ
、

佛

像

ト
云

ハ
、

初

心

ノ
人
、

如
來

像

二
眼

ヲ
著

テ
、

如
來

坐

暉

ハ
及

ベ
カ

ラ
ズ

、

只

二
王

不
動

ノ
像

等

二
眼

ヲ
著

テ
、

二
王

坐
輝

ヲ
作

ス
ベ

シ
、

先

二
王

ハ
佛

法

ノ
入

口
、

不

動

ハ
佛

ノ
始

ト
覧

ヱ
タ
リ
、

然

レ

バ

コ

ソ
ニ
王

ハ
門

二
立
、

不

動

ハ
十

三
佛

ノ
始

メ

ニ
在

マ
ス
、

彼

ノ
機

ヲ
受

ズ

ン

バ
煩

悩

二
負

ベ
シ
…

…
始

終

此

ノ
勇

猛

ノ
機

一
ツ
ヲ
以

テ
修

行

ハ
成

就

ス
ル
也
」

(騎
鞍
橋
上
、

二
)
と
坐

輝

の
し

か

た

に
關

し
、

特

に
初

心
者

に
教

示

し

て

い

る
。

ま

た

「
初

心

ノ
者

二
、

強

ク
坐

暉
杯

サ

セ
メ
サ

ル

ル

ナ
、

此
前

、

去

寺

ノ
櫓

、

久

ク

抜

柄

坐
縄

シ

ケ

ル
ガ
、

後

ニ

ハ
老

明

ヲ
獲

ッ
ト

云
沙

汰

ア
リ

ケ

ル
ガ
、

頓

テ
機

違

二
成

也
」

(駿
鞍
橋
下
、
四
)
と

も
誠

め

て

い
る
。

坐

輝

す

る
意
味

を
自

覧

せ
ず

、

徒

ら

に
坐

る

こ
と
の

有

害

無

盆

な

る

を
読

く

あ

た
り

、

琿
者

と
し

て

は
極

め

て
批

鋼

的

で
、

自

覧

的

な
方

法

を
打

出

そ

う

と

し

て

い
る

。

臨

濟

家

で
や

か

ま

し

い
見

性

に

つ
い
て

「
我

モ
私

シ
見

性

少

シ
有

ド

モ
、

何

ノ
用

ニ
モ
不

γ立

、

結

句
今

時

見

性

シ
タ

リ
ト

云

人

ハ
、

大



鈴木正三の繹風について84

か
た形

人

悪

ク
成

也
、

其
方

モ
、

只

土

二
成

テ
念
佛

修

行

セ
ラ

ル
ベ

シ
」

(騨
鞍
橋
上
、

五

八
)

と
言

い
、

ま

た

「
此
比

モ
濟

家
僧

ノ
十

八

九

二

た
や
す

成

人

ヲ
、

見
性

ノ
人

ト

テ
尊

バ

ル
由
聞

及

、

左
様

二
轍

ク
悟

道

ス
ル
物

ナ

ラ

バ
、
我

モ
早

ヤ
佛

菩
薩

ニ
モ
成

ベ

シ
、

若

フ

ヨ
リ

心
懸

、

胸

中

モ

ユ
ル
ヤ
ウ

ニ
大
事

起

、

八

十
迄

修

ス

レ
ド

モ
、

隙

ハ
明

ヌ
也

、

…

…
亦

見

性

ノ
位

モ
無

二
非

ズ
、

是

モ
六

十

一
ノ
歳
、

八
月

廿

七
日
、

明

ば
が
り

レ
バ
廿

八
日

ノ
曉

、

ハ
ラ
リ

ト

生
死

ヲ
離

レ
、
髄

二
本

性

二
契

フ
、
其

當

意

ハ
、

只

ナ

シ
ノ

＼

ト

躍

テ
計

有

度

心

ニ
テ
有

シ
也
、

誠

二
其
時

ハ
頸

ヲ
切

ル

ル
ト

モ
、

ナ

シ
ー

デ
毛

頭

モ
實

ナ

ク
思

ワ

レ
タ
リ
、

三

十

日
程

如

γ是

シ

テ
過

シ
ケ

ル
ガ

、

我

思

ハ
、

イ

ヤ
我

二
似

合

ヌ

こ

事

也

。

只

一
機

ノ
上

ニ
テ
移

リ

タ

ル
事

ナ

ル
ベ

シ
ト

思

ヒ
、

コ
チ

ヨ
リ
打

捨

、
.本

二
取

テ
蹄

リ
、

彼

死

ヲ
臓

ノ
中

ヱ
ボ

シ
籠

ン
デ
、

強

ク
修

そ
ら

シ
行
ゼ
シ
也
、
案
ノ
如
ク
皆
虚
事

ニ
テ
、

今

二
正
三
ト
云
糞
袋

ハ
秘
藏
也
…
」

(騒
鞍
橋
下
、

一
三
)
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
れ
を
み
る
と
彼

自
身
に
も
、
か
つ
て
見
性
腱
験
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
自
ら
そ
の
膣
験
を
反
省
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
だ
境

地
に
到
達
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
當
時
の
見
性
者
と
い
わ
れ
る
者

へ
も
嚴
し
い
批
剣
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
彼
の
暉
が
既

成
の
傳
統
的
曹
洞
や
臨
濟
の
縄
風
を
受
け
つ
い
だ
も
の
で
な
く
、
極
め
て
自
由
な
彼
濁
自
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
無
師
濁
悟
的
な
暉
で
あ

つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四

傳
統
的
特
定
個
人
の
宗
敏
的
槽
威
を
認
め
ず
、
教
團
の
槽
威
を
も
否
定
し
た
彼
の
態
度
は
、
現
代
に
お
け
る
多
く
の
暉
者
の
態
度
と
極
め

て
封
立
的
で
あ
る
。
彼
が
紹
鍬
の
槽
威
を
た
だ
佛
の
み
と
し
、
た
だ

一
個
の
人
間
と
し
て
の
自
覧
に
も
と
ず
い
て
紹
封
者
た
る
佛
に
直
面
し

よ
う
ど
す
る
態
度
に
つ
い
て
中
村
教
授
は

「
日
本
佛
教
史
上
、
全
く
革
命
的
な
こ
と
」
と
言
い
、
そ
の
よ
う
な
態
度
が
あ
ら
わ
れ
た
理
由
に

つ
い
て

「信
長

・
秀
吉

・
家
康
三
代
に
亙
る
日
本
の
中
央
集
槽
的
封
建
制
度
確
立
の
企
圖
が
完
全
に
成
功
し
、

一
般
佛
教
々
團
の
勢
力
が
世

俗
的
な
中
央
政
槽
に
屈
服
せ
ぎ
る
を
得
な
か
つ
た
こ
と
、
及
び
個
人
的
に
は
正
三
が
旗
本
の
有
力
な
人
士
で
あ
つ
た
た
め
に
、
出
家
後
に
も
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幕
府
の
勢
力
が
暗
々
裡
に
彼
の
背
後
に
存
し
た
こ
と
」
等
を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
。ー
鎌
倉
時
代
の
新
佛
教
が
既
成
の
佛
教
を
改
革
し
た
こ
と

は
事
實
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
中
世
的
な
精
紳
的
雰
園
氣
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、

近
代
西
洋
に
お
け
る

夢
①
菊
鼠
自
臼
ρ
江
8

に
相
當
す
る
も
の
で
は
な
い
。
親
驚
は
法
然
の
教
読
に
、
法
然
は
善
導
の
教
に
少
く
と
も
主
観
的
意
識
に
お
い
て
は
全
面
的
に
蹄
依
し
て
い

る
。
道
元
は
ま
た
如
深
を
唯

一
の
正
師
と
仰
い
で
い
る
。
人
間
或
は
人
間
の
集
團
の
も
つ
宗
教
的
槽
威
を
否
定
す
る

夢
①
園
①8
目日
舞
一〇
昌

の
精
祠
に
封
鷹
す
る
も
の
と
し
て
は
、
日
本
の
佛
数
者
の
う
ち
で
は
、
正
三
が
最
も
は
つ
き
り
し
て
い
る
と
い
う
中
村
教
授
の
指
摘
は
尤
も

で
あ
る
。
た
だ
私
は
彼
が
出
家
を
し
な
が
ら
世
俗
性
を
強
調
し
、
職
業
倫
理
の
確
立
と
、
そ
の
深
化
、
換
言
す
れ
ば
、
生
活
に
即
し
た
佛
教

修
行
の
あ
り
方
を
読
い
た
ど

こ
ろ
に
、
極
め
て
近
代
的
な
佛
教
的
主
張
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

⑩

彼
の
念
佛
観
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
の
で
詳
説
し
な
い
が
、

彼
は
五
種
の
念
佛
を
読
い
て
い
る
。

そ
れ
は
功
徳
の
念
佛
、

繊
悔
の
念

佛
、
利
創
戴
断
の
念
佛
、
臨
絡
正
念
の
念
佛
、
離
相
離
念
の
念
佛
等
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
彼
の
念
佛
観
は
畢
寛
、
暉
の
工
夫
と
同
じ
も
の

で
、

「
心
の
い
た
ら
ぎ
る
人
は
、
念
佛
往
生
を
あ
さ
き
事
に
お
も
ひ
、
絵
の
法
を
ふ
か
く
お
も
ふ
も
あ
る
べ
し
。
是
則
、
正
理
を
し
ら
ざ
る

ゆ

へ
也
。
古
來
よ
り
座
縄
工
夫
、
観
念
、
観
法
を
用
る
も
、
念
佛
わ
う
じ
や
う
に
か
は
ら
ん
や
、
…
…
念
佛
往
生
を
用
る
人
は
、
お
ぼ
え
ず

坐
暉
の
機
に
か
な

へ
り
…
…
」

(念
佛
草
紙
上
)
と
い
つ
て
い
る
。

ま
た

「
古
人

一
則
の
公
案
を
授
け
玉
ふ
こ
と
、

念
根
を
裁
断
せ
ん
が
爲

な
り
。
又
念
佛
の
一
行
を
授
け
玉
ふ
こ
と
も
同
意
な
り
。
其
の
義
正
し
き
と
き
ん
ば
、
南
無
阿
彌
陀
佛
を
唱
ふ
る
も
、
念
根
を
戴
断
す
る
の

創
に
し
て
、
菩
提
の
正
因
と
な
る
な
り
。
又
其
義
錯
る
と
き
ん
ば
、
話
頭
公
案
な
り
と
も
、
有
所
得
の
念
に
し
て
、
却
て
輪
廻
の
業
と
な
る

べ
し
」

(反
故
集
六
五
八
頁
)
と
も
述
べ
て
い
る
。
動
齪
期
に
あ
つ
た
法
然
や
親
驚
の
澤
土
敏
と
、

一
磨
安
定
期
に
入
り
儒
教
的
現
實
主
義
の

強
い
徳
川
期
の
浮
土
教
と
で
は
、
浄
土
と
繊
土
、
李
常
と
臨
絡
、
現
世
と
來
世
の
受
け
と
り
方
に
も
如
何
ほ
ど
か
の
相
異
が
あ
る
が
、
徳
川

も
初
期
、
實
戦
の
髄
験
を
も
つ
三
河
武
士
出
身
の
正
三
道
人
に
お
い
て
は
、
縄
と
念
佛
と
が
共
に
煩
悩
を
裁
断
す
る
方
法
と
し
て
統

一
的
に
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受
取
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
れ
ば

「農
業
ヲ
以
テ
業
障
ヲ
鑑
ス
ベ
シ
ト
大
願
力
ヲ
起
シ
、

一
鍬
/
＼

二
南
無
阿
彌
陀
佛
ー

ト
耕
作

セ
バ
、

必

ズ

佛

果

二
至

ル

ベ

シ

(騎
鞍
橋
上
、
九
八
)
と

か

「
法

然

杯

ノ
念

佛

モ
有

心
也

、

然

レ
ド

モ
實

有

ノ
深

土

ヲ
造

リ
立

テ
念

佛

ス

ル

も
と

中

二
、

無

念

ノ
徳

備

ル
道

理
有

、
今

時

元

空

也

ト

ス

マ
シ
居
者

ハ
、

修
行

セ
ン
ト

思

モ
、

早
有

ノ
見

也

ト

云

テ
、

悪

業

ヲ
作

リ
居

ガ
如

シ
ト

也

」

(
駿
鞍
橋
上
。

=

二
)
と
言

い
、

「
法

然

ナ
ド

ノ
念

佛

往

生

モ
悟

ラ

ヌ
悟

也
」

(
騒
鞍
橋
下
、

五
)
等

と

言

つ
て

い
る

と

こ
ろ

は
、

正

三

一
流

の
統

一
的

見

解

に
も

と
ず

く

も

の

と
思

わ

れ

る
。

な
お

無
著

道

忠

は

そ

の

「
金

鞭
指

街

」

第

十

八
巻

警

策

上

に
'
「
正

三
邪

暉

」

と

し

て
正

三

の

二
王

輝

を
邪

暉

と
批
剣

し

て

い
る

。

そ

の
論

譲

は

「
大

慧

呆

和
尚

.
道

、
妄

情

起

ル
時

、
不

7
用

=

遍

捺

一
。
ル
。,
,
…

…
若

用

=
,
一.
一
毫

毛

.
氣
力

一
.
支

撹

.
、定

.是

.
邪

法

。
.
非

=
佛

法

㌦
須

レ
知

正

三
ヵ
二
王

暉

.
是

レ
邪

法

.
メ非

㍉

。ト
ヲ
眞

縄

一
。
也
。

…
…

或
令

下
ム
人

ヲ
メ
結
一一.
散

齪

一ヲ
敵

一一シ
睡

魔

一
.
遣

一一リ
塵
榮

幽ヲ
遠

ニ
ケ
喧

闇

一ヲ
起

一一シ
精

進

一
ヲ
嚢

=
メ勇

猛

一・
竪

・
旨

・
鉾

.眉

,
握

ンリ
拳

・
厳

上
γ
・
醤

,
如

γ
・
此

・
邪

知
異

解

不

γ
可

=
肇

旺

依

γ
・
.
此

・
正

三
邪

暉

之
流

睾

・
・
亦
有

γ
之

…

」

と

。

要
す
る
に
妄
情
を
断
ぜ
ん

と
し
て
作
意
的
に
二
王
の
眞
似
を
す
る
よ
う
な
縄
は
正
し
い
縄
法
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
尤

も
な
主
張
で
あ
る
し
、
そ
の
こ
と
は
正
三
の
念
佛
に
封
し
て
も
あ
て
は
ま
る
批
剣
で
あ
る
。
彼
の
念
佛
は
自
力
の
念
佛
と
か
力
み
の
念
佛
と

し
て
、
念
佛
門
プ
ロ
パ
ー
か
ら
非
難
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
正
三
を
軍
に
二
王
揮
租
と
い
う
面
だ
け
で
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
批
鋼
も
成
立

す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
初
心
者

へ
坐
暉
の

一
工
夫
を
示
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
正
三
の
一
特
色
は
そ
こ
に
み
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
正
三
の
全
貌
で
は
な
い
。
彼
が
昏
沈
の
坐
暉
、
無
事
の
工
夫
を
斥
け
て
、
世
法
印
佛
法
と
も
い
う
べ
き
、
活
動
的
で
肚
會
的
な
輝
を
主

張
し
た
功
績
は
決
し
て
看
過
さ
れ
て
は
な
る
ま
い
。

・註ω

三
省

堂
、

あ

る
。

昭
和
二
十

二
年

二
月
二
十
八
日
獲
行
、
本
書

の
前
牛
は

「
鈴
木
正
三
の
宗
教
改
革
的
精
紳
」

と
題
す
る
新
視
角

よ
り
す
る
正
三
の
研
究
で



働

大
東
出
版
肚
、
昭
和
十
九
年
十

二
月
十

五
日
獲
行
、
全
睡

に
散
読
せ
ら
れ

て
い
る
。
鍔
木
大
拙
選
集
第

嚇
巻
と
し

て
春
秋
肚
よ
り
昭
和
二
十
七
年

三

月
二
十
日
再
刊
。

㈲

大
東
出
版
肚
、
昭
和

二
十

一
年
九
月

二
十
日
獲
行
、
附
録
の
武
人
輝

に
詳
設
さ
れ
て
い
る
。

ω

金
尾
文
淵
堂
、
昭
和

二
十
二
年

三
月
十

五
日
獲
行

「
鈴
木
正
三
の
輝
」

の
中
で
葉
隠
の
作
者
山
本
常
朝

が
騨
鞍
橋
を
讃

ん
だ

こ
と
等
、
正

三
と

「
葉

隠
」
と

の
關
係
が
論
ぜ
ら
れ

て
い
る
。

㈲

内
外
出
版
株
式
會
杜
、
大
正
十
年

五
月

一
日
獲
行
、
正
三
の
傳
記
的
解
説

が
な
さ
れ
て
い
る
。

㈲

岩
波
書
店

昭
和

二
十

三
年
八
月
五
日
獲
行
、
鈴
木
大
拙
博
士
の
解
説
が
つ
い
て
い
る
。

ω

愛
知
縣
西
加
茂
郡
石
野
村
元
山
中
恩
眞
寺
正
三
道
人
三
百
年
紀
念
會
、
昭
和
二
十
九
年
十

二
月
二
十
日
護
行
。

㈲

「
石
卒
道
人
鈴
木
正
三
」
大
正
大
學
々
報
第
三
十
六
輯

昭
和
十
八
年
十
月
と
、

「
草
庵
恵
中
と
西
輝
集
」
佛
教
文
化
研
究
第

一
輯
、
望
月
佛
教
文

化
研
究
所
編
、
法
藏
館
獲
行
、
昭
和
十
九
年

四
月
。

㈲

中
村
元
著

「
近
世
日
本

に
お
け
る
批
剣
的
精

榊
の

一
考
察
」
六
三

・
四
頁
。

㈹

拙
稿

「
鈴
木
正

三
の
念
佛
観
」
佛
教
文
化
研
究

第
八
號

知
恩
院

佛
教
文
化
研
究
所

昭
和
三
十

四
年

三
月
獲
行
。、
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